
学校だより 「プラス一歩」 
 ～ １人の１０歩より、１０人の１歩 ～ 

平成２９年 

１月号 

校   長  

糸島市立福吉中学校 

生徒会引き継ぎ式 

  本日の始業式後に新旧生徒会の引き継ぎ式が行われました。旧生徒

会長の加茂さんから、後を受け継ぐ後輩たちへエールが伝えられまし

た。また、今まで生徒会活動を支えてくれた仲間への感謝の思いが力

強く伝えられ、全校生徒で一歩一歩、前へ進んでいることを大変嬉しく

思いました。      

糸島市立福吉中学校 

  糸島市二丈福井5918番地1 
電話：092(326)5529 

FAX ：092(326)6086 

 

～新たな伝統づくりをめざして～        

はい 

はい 

はい 

～ 謹んで新年のお慶びを申し上げます。 

        本年もよろしくお願いします ～ 

  昨年は、田植えや稲刈り、餅つき、文化祭等の学校行事や授

業参観など、たくさんの保護者の皆様のご参加を賜り、子どもたち

の意欲や教師のやりがいを高めていただきました。ご家庭や地域

の温かい励ましにより、学校がますます元気になってきており、本

当にありがたいと思っています。 
   

 今年は酉（トリ）年です。十二支（じゅうにし）の１０番目になりますが、古

来より鶏は、夜明けの時を告げる家禽(かきん)として親しまれています。夜明

けを告げる鶏（にわとり）は、親切で世話好き。不吉な夜の終わりを告げる所

から大変縁起が良いとされています。 

 年が明け、本校でも、新たなスタートとともに総仕上げの段階に入りました。子どもた

ちが困難に負けず、それを乗り越え、多くの実りを積む三学期となるよう、また、すべて

の子どもたちが自分らしく、鳥のように羽ばたける輝ける年となるよう、職員一同、頑張り

ます。 

  凡事徹底（ぼんじてってい）という言葉があります。あたり前のことをあ

たり前にやるのではなく、あたり前のことを人には真似できないほど一生

懸命にやるという意味です。 

 

 本校では、昨年から挨拶や掃除など、当たり前にすることを本気でや

ろう、ということで生徒会を中心に立礼や縦割清掃に取り組み、人として

大きく成長してきました。しかし、まだまだ学校生活の中では、明るい挨拶ができなかったり、

掃除時間におしゃべりをしたり等の課題があります。そこで、このようなマイナス環境をプラス

に変えるために、もう一度、自分を見つめ直させて、当たり前のことを本気でやり続けることの

大切さを指導していこうと思います。 

 

 人は学び続ける限り成長します。更に、人として大きく成長していくためにも

三学期は、自分の言葉に責任を持って、心を込めて行動できる「三つのこ」

の力をつけさせます。 

 

 このように『凡事徹底の風土』を創り出すためには、教師自らが率先垂範し

つつ、小さな事を一つずつ着実に積み上げていくことしかないと思います。

すべての子どもたちが安心して安全に生活できる環境をお約束します。 

   

  

 201７年はトリ年です。漢字で書くと「酉」となりますが・・・「鳥」と書かないのはなんでだろ

う？・・・・・調べてみると１０番目の酉の月は酒作りの季節だから酉の字が使われたようで

す。しかし、はっきりとした理由は不明とのことでした。少し気になりながらも、暖かい日差し

を浴びながら近くの神社へ、福吉の子どもたちの元気な成長をお参りしてきました。 

 

「一年の計は元旦にあり」 

 参拝した後、ふと境内の片隅を見ると、トリにまつわることわざがいくつか紹介されていま

した。その中のひとつに「怠け者の足から鳥がたつ」ということわざがありました。ふだん怠

けている者は、いざ事が起こるとあわて騒いでやり始める。という意味だそうです。まさに私

自身にピッタリのことわざだと思いました。こういうことにならないように、学校でも家庭で

も、普段からの積み重ねを大事にしたいものですね。 

 心新たに頑張ろうと思った、元旦の暖かなさわやかな朝でした。 

校長室より・・・ 

  退任の挨拶をする 

旧生徒会長 加茂さん 

三つのこ

糸島市立福吉中学校

言葉に

心を込めて

行動する

今年、特に力を入れて指導していきたいこと 

「あたり前のことを本気でやる」 「時間・挨拶・掃除」 

  決意表明をする 

新生徒会長 田中さん 

   

  新生徒会役員からは、先輩たちが

築き上げてきた伝統を引き継ぎ、先輩

方を超えられるよう一生懸命活動して

いく覚悟と全校生徒の期待を裏切ら

ないように頑張るという、力強い決意

を表明してくれました。 

  引き継ぎ式の様子 

http://www.irasutoya.com/2014/06/blog-post_2765.html

